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食用野生きのこ栽培技術の開発に関する試験

一ノ 瀬幸久 小出 博忘

斉藤利隆 小綜昭

篠 原弥寿夫

要 ヒ国=与

間品性が高くかっ加工lζ も向く ，食用野生きのこ閉の原木栽日を開発するために試験を実施し

fこc

8種主[jのきの乙について.生f!l!を調べるとともに，コナラ ・ミスナラ ・ゾラカンハ ・カラマツ

の原木に値菌して菌糸の繁殖状況や子実体の発生状況を調査した。なお.試験地(温尻市ま乾

燥する地岐にあるため.原水栽t音をf-ftiうt易合.適切な散7k.. Trf明カド子主体発生量の増加に結びつ

いていると考えられるものかあ った。

l はじめに

本県のtlJ地には野生き のこの先生が多く ， こσの)川r寸巾↑わfJカか、 ら食川としてR阿a肩'fJ，t品訂1J川}

も向く陪頼を検』正討.ナIして' より効率的な栽培技術を開発して資源の向効利Jllと良111村における叫i与の

向上に役立てようとするものである。 なお， この"，式験は県試験研究機関jI~ I日]推進事業の 「加 r野菜

矧の街効利用技術の開発iζ関する研究」の一局として.ng相57年度か ら6111ミl主主での 5作間百胞し

てきたものである。

2， 試験の方法

l 野生き のこの生町支験

UttAした極t自は.スメリ スギタケ ・クリタケ ・フナンメン ・スキタケ ・マ i7ケ ・ソナ/、リ :7'T・

7 ツオオシ ・ムキタケの16品種， うち市販12品開， 当月rr保管 5品種をliII、たこ

(1) 温度別調糸伸長量調査

径18mm・長さ 180mmの試験管で PDAの斜面培地をf1il、て. :3 -3S'Cの問lこ7段階の温度設定を

した恒温器で培養し.それぞれ供託本数 3本の菌糸伸長:簡を測定した。

(:2) 培地合水率別菌糸伸長量調査

フナオカクズ10容に対しコメヌカ l存を配合し，22水率を33-73劣の問lζ7段階lと調整した培地

を.径20mm・長さ 200mmのj式験管{こ約 100mml乙Ft縮して詰め，ア Jレミハク斡チし混熱高圧で 1200C・

30分間殺菌後.別途の PD:¥培地で培養した薗糸を表面lζ接種し，恒温器内で定温200Cで培養した

のち.合*率別にそれぞれ供試本数各 3本の菌糸伸長置を測定したc

2. f京木栽培への適合性調査

(1) 菌糸の活着及び繁殖状況

ミズナラ ・シラカ/ハ ・カラマツの秋伐り (S7年11月巾旬)・冬伐り (58年 1~j 中旬)の購入 I~I 木

に当所保存のムキタケなと 4品種の種南を.接待;孔の深さ 3cm普通接種と 6cm深孔接慢で行ない，

S8年10月下旬まで休内法た場で管理したのち[萄糸の活者及び繁殖状況を調査した。

12) 伏込み方法の違いによる菌糸繁殖状況

コナラ 20年生秋伐り (58年10月中旬)・18年生冬伐り (59ffI 月中旬)投ジカラマツ20年生春伐
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り (59年 3月中旬)原木lζ クリタケ市販種菌を35mmの深さの孔に接種 (59年 3月下旬-4月上旬)

広葉樹の下で仮伏せを行なったのち. 5月中旬悔雨前iζ カラマツ林内へ移し接地伏せと埋土

伏せの管理を行なった。その後. 10月下旬lζ菌糸の繁殖状況を調査した。

子実体の発生状況

昭和58年3月下旬に.

ケの種菌を接種し， ヒノキ林内で接地伏せを行ない，

度)と対照区を設けて子実体発生量を調査した。

また，昭和60年3月下旬にカラマツ及びコナラ原木lζ クリタケの種菌を接種し.

伏せの管理の違いによる子実体発生量を調査した。

菌栂性き のこ穎の菌根形成調査

アカマツ林から採取したア ミタケとカラマツ林から採取したノ、ナイ グチ
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して.

ミズナラ・シラカンパ・カラマツ原木に，

散水区(乾燥する日が続く時 [ζ 散水する程

接地伏せと坦土

ムキタケ・ナ メコ・フナ ノ、リタ

(3) 

3. 

月]土は新鮮な花筒岩の山砂を事前lζ 高圧で

アカマツ・カラマ ツ2年生苗木の根を洗浄・伎は男定し lホ y

供試したきの乙は，

試験lζは径22cm・深さ 17.5cmのポ yトを用い，

1200C • 60分間殺菌した。

ト3本つつ植え付けた。

これに，

である。

(1) 

(2) 

約アミ タケと ハナイ グチの子実体の傘の部分を ミキ サーで粉砕い乙のポット苗木の栂に.13) 

:! f丹の*でmかしたヘース ト状の液を 3例祈の接種孔 n予約12n百n・深3約 100mm ) !と80cc注入 した p

更にホ y トが地面に接触しな いよ うカラス室内のコンクリ ー 卜台クリンナーを散布し，接種後は.

の上iζ置いて育成した。

試験の結果3. 

野生き のζ 額の生理
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25'Cで最大簡を示すものヵ、多く沼ア

ヌメリス ギ タケ ・ク リまた.められfこCフナノ、リタケ

タ ケ ・スギタケは 3"Cでら れ+1長カ、認めら

マツオオメは35
0Cでも 伸長が認めらn. 

f¥7ツオオシ-¥

/¥、

ク リタケ ・スギタケは30<C以上 で

れたっ

イ

ブナンメシ ・ムキタケは 3(ま発薗せず.

35 ~Cでは発菌しなかっ たccC. 

マイタケは IOOC以 F.35
0
Cでは発

せまい品積による差はあるが，

範 聞のみで菌糸は伸長し，

蘭せず，

30cCて、最大値

を示すものがあ った。

フナハリタケは. 3
0

C， 35
c
Cでは

角関せず20
U

Cで最大lli'iを示したc

借地:.-~水不別白糸伸長最

i3ι44で最大li自を示すらのか

1:21 

主ω 多 くJtTめられた
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温度別 自糸伸長量 (PDA 培地 ・10日nil)図_.1 
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培地合 J)<.'::率三月IJ飼糸伸長前 (20'Cで上市長 ・10t:J問 )
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種類

ヌメリス ギタケ
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晩生
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原木栽培への適合性の検討

菌糸の活着及び繁植状侃

2. 
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供試した野生き のこは， ンイタケと異なり明確にホタ化状態を測定することが難し く，

タケのように特色のみられる種頓でも.湿室発菌調査て-は他の雑菌とのl足分は困難で. 数値で:また

化状管を表わすことはできなかったc 従って.肉眼で確認できた概要を取りまとめた ー

マツオオシは菌糸の色がうすく ，半11別が難しいだけでな く!まだ化も非常に空か 「たか

きのこについては(まぽ[r:;J限度に原木て、の活着と菌糸の繁殖状況が認められた。

他のア

木口面にカワラタケの発生かミスナラ H?:木より優れていたか./ラカ/ハ原木のほだ化は.

!1t試き の この菌糸の判別はできなか勺た。

イ

いったん心材部lζ伸ひた菌糸が変色して伸長を接種孔の深いものでも.

ill材部のみで菌糸の繁殖が認められた。

カラマツ原木では，

付内部のほfこ化が悪く.

多く.

ウ

冬伏りの方が高し、(直を示した。

停止し

伏込み方法の違いによる菌糸繁値状況

コナラ!京木での活着率は.接地伏せ ・埋土伏せ管理ともに，

表 ・断面ほだ付率は，秋伐りの方が高い値を示した。

12) 

→ 
I 

;::r-: 
主主:まだ付率では.また.接地伏せ管理の方が高い値を示した。

また，

カラマツ原木での活着率は，

聞の違いによる明確な差は認められなか った。

イ.
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クリタケの菌糸活者，A
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カラ 7'/原、木の表面lまた付率は，菌糸の色がうす く判別できなかった。

子実体の発生状況

試験地が乾堤する地域Cl961-1976年の降水量平均値 997，5mm)にあるため全体の発生量は

ィ主) 

!31 

ア

散]j¥区の方がよ l，1茂ゾラカンハ原木におけるフナハリタケの発生以外では.少ないように思われ.

請であ った。

フナノ、リタケではシラカンハでよい

ナメコ の散水区以外では

ムキタケ ・ナメコはシラカンハでは発生しなか ったc

全般的{ζ はミズナラで発生量が多 く，

初年度において多少発生がみられたが，

11R木の椅績では，

成績がみられたc

次年度以降発生がみられなかった。

カラマ ツでは.

イ

また.

管Pどまた.カラマツよりコナラ原木が優れていた。

- 36-

クリタケ の初年度のみの発生状況では.ウ



巳
d表 野生きの乙の年度別発生量

(昭和58年度接種ホダ木20本当り)( 9 ) 

きのこの種頬 59年

li吉
川町

考察

菌糸の繁殖条件は，きの乙の種穎 ・品種によって微妙に異なるため，乙れに合わせて原木状

態・環境を調整する乙とが必要となる。したがって，栽培適地を選定することが重要なポイントと

なるが，不適地では条件を補完する設備 ・技術が必要である。

原木栽培による加工用野生きのこの有望な種傾としては，

ケをあげることができるが，これらの加工利用法については，今後の課題として残された。

ナラ類では安定したきのこの発生が認められたが，カラマツでは材内部のはだ化が悪 く.

茸 1-2年でほだ木は使えなくなり発生量も少なく，採算的iζは不適と考えられる。また，

ンバにおけるフナハリタケについては，検討の余地がある。
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表 6 クリタケの管理別発生量

(昭和60年度接種ほだ木20本当リ)

l樹種 |発生量(iI ) 試験区

接 地 伏 せ

コ

ナ フ 300 コ

カラマツ 240 

ナ フ 440 
埋土伏せ

カラマツ 240 

コナラ lζおいて埋土伏せが良好で

5 

別では，

あった。

菌根性きの乙類の薗栂形成の検討

根を洗浄したカラマツ苗木は極めて弱

く，大部分が枯崩した。また.アカマツ苗

木はそれほど枯揖しなか ったが.菌恨を形

ポッ ト内で人工的

3. 

成しているものはな く.

lζ菌根を作り出す乙とは，

とであると認められた。
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